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Confidential TXP Medical Co. Ltd. 

那覇市消防局 

救急DX「救急搬送支援システム」 

期間：令和６年４月16日(火)～令和６年５月27日(月) 

協力医療機関（近隣８医療機関） 

那覇市立病院 大浜第一病院 沖縄協同病院 沖縄赤十字病院 

浦添総合病院 県立南部医療センター 琉球大学病院 友愛医療センター 



課題1 救急搬送の長時間化 

過去10年の那覇市の救急搬送状況* 

新型コロナウィルスの蔓延 

により搬送者減少 

業務 

効率 

時間 

短縮 

マッチング 

最適 

棒グラフ 

 救急出動件数 

 

折れ線グラフ 

 覚知から病院収容 

 までの所要時間 
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平成26年～令和5年 

新型コロナウィルス傷病者

の搬送先は、沖縄県を通し

て決定するため時間延伸 

１０年前から約２分延伸 



課題2 非効率な書類作業 

現場～搬送先病院 帰署後 

現場状況メモ 

活動記録票に記入 

消

防

署 

病

院 

消防OAシステムへの入力 

• 1事案あたり約15分かけて手入力 

• 入力内容は総務省消防庁の統計資料となる 

電子カルテ等への入力 

• 救急隊より引き継いだ活動記録票の 

病院控をもとに病院到着前の状況を記録 

• 救急車台帳など電子カルテ以外の帳票にも記入 

業務 

効率 

時間 

短縮 

マッチング 

最適 

毎年救急出動件数が増加する中、二重作業が救急隊を圧迫している 



救急現場での傷病者情報のデジタル化 

現場での記録項目を全てデジタル化。音声/画像解析による入力支援により迅速な傷病者の情報記録を実現。 

傷病経過 

音声入力 

サイレン 

鳴動中の 

環境に対応。 

服薬歴をリスト化。既往歴、アレ

ルギー等の把握も可能に。 

お薬手帳OCR 免許証・ 

保険証OCR 

時系列の 

ワンタップ入力 

モニター画面OCRによる 

バイタル AI入力 

104 44 150 68 

95 

36.4 

写真からバイタルの各数値を 

自動でピックアップ 

心肺停止時の情報登録 

脳卒中患者の情報登録 

自治体で採用している 

脳卒中スケールを利用可能。 

病院へ 

送信して 

受入要請 

AVMモニターの 

画面OCR入力も可能 

レベル300呼吸30回レート104 

えーっと、、、 

血圧はー150の68 体温36.4度 

音声入力も可能 

現場・患部の写真記録 

口頭では伝わりにくい情報を 

写真で記録して病院に共有 

4つの波形や処置を 

ワンタップで記録可能 

共通 



病院への受入要請 

現場情報の可視化により大きな時短効果が得られる。 

患部の写真など、口頭では伝わりづらい状況もビジュアライズになり、電話での口頭説明よりも早く状況を把握。 

加えて、ミスコミュニケーション削減できるため、傷病者と病院のミスマッチ削減も期待できる。 

病院内オンライン端末での現場情報表示 (Webブラウザ) 

電子カルテへのデータ連携 

QRコードリーダーで読み取ると、救急隊か

らの連携情報をオンプレミスの電子カルテ

へ取り込み可能。病院は本機能を無料

で利用できる。 

自治体 

日本 太郎 

にっぽん たろう 

那覇市立病院 

首里救急隊 

神原第２救急隊 

小禄救急隊 



救急隊からの那覇市民のみなさまへお願い 

実証に伴い、免許証・モニター・お薬手帳・外傷部分・事故現場などをタブレットにて撮影いたします。 

個人情報は、医療情報の安全管理に関わる関連ガイドラインに準拠して適切に管理いたします。 

ご理解のほどお願いいたします。 

救急DXを推し進め、より良い救急医療を提供いたします。 

何卒ご理解とご協力のほどお願い申し上げます。 


